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目的 cisplatin, vinblastine、 dacarbazine, または melphalan, 

+/-interleukin-2, interferon-alpha、 interferon-gamma

の肝動注の臨床効果を調べる 

データソース  
研究の選択  
データ抽出  

主な結果 

症例数 7 例 生存期間中央値：肝転移のみ 4 例：19 月+、他

臓器転移あり：5月。 

結論 

肝動注は有効だが、他の臓器転移があると効果は限られる。

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 
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エビデンスのレベル分類（ＩV  ） 
症例数は少ないが、肝動注の適応を考える際の参考になる。 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




